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遠賀町の風景　　（その10）机より遠賀町を望む11月1日筆

今回は水巻町机の遠敬川土手から見た遠餌Tです。連鎖用を前方に中央は卸間、学校、左の建物は広渡排水

機場です。通貨Iiiの水をたっぷり吸って稲も瑛金色になり、ただ今稲刈り莫最中／

＊今月　の税金＊

国民健康保険税3期分　　納期限12月1日（月）まで
納期内納付で　明　る　く　住みよい　町づ　く　り
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第8回9月定例議会上程議決内容（総括）

第8回定例議会は、9月20日から9月30日遙11日間の会期をもって議案が上程

され、瑛載こ審議の結果、次のとおり議決がなされました。

議案等の理類 �議案等 の数 � ��頴 �案 �篭　　の　　処 ��薗 � 議決 �継続 審議 �修正 �否決審 議未了 �採択 �同意 �認定 �報告）承認 

条　　　　　　例 �2 �2 � � � � � � � � 

予　　　　　　算 �2 �2 � � � � � � � � 

請　　　　　願 �1 � �1 � � � � � � � 

工謡請負契約締結 �1 � � � � � � � � �1 

選　任　同　意 �2 � � � � � �2 � � � 

計 �8 �4 �1 � � � �2 � � �1 

農地転用績地籍農地域郷の

ものにすること）iLと畑地届

印鑑登録証（印鑑手帳）は重要な害類です。紛失しないよう注意しましょう。

軸

叫

轍

鮒

条
　
例
　
改
　
正

老
人
、
身
体
障
害
者
等
の
単
身
入
居
が

許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

○
町
営
住
宅
審
理
条
例
の
一
部
改
正
に
　
り
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

つ
い
て
（
原
案
可
決
）
　
　
　
　
　
　
　
正
し
た
も
の
。

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
　
○
町
長
菓
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
原
菓
可
決
）

愛
単
位
当
り
共
済
金
、
1
向
当
り
百

六
十
円
を
百
七
十
円
に
改
め
る
も
の
。

選
　
任
　
同
　
意

○
町
助
役
の
遍
任
に
つ
い
て
（
原
案
同

意）
柴
田
武
門
氏
（
再
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

（
推
薦
同
意
）

柴
田
　
関
氏
（
再
任
）

請
　
　
願

○
公
的
就
労
事
業
の
実
龍
に
関
す
る
請

願
（
継
練
審
龍
）

（
請
願
代
表
者
）
北
九
州
市
八
幡
東

区
前
田
二
丁
目
六
－
一
全
日
白
労
八
職

分
会
委
員
長
生
田
実
（
請
願
の
趣
旨
）

公
的
就
労
苗
菜
の
実
施
を
、
国
に
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
話
頭
の

内
容
）
仕
事
を
求
め
ろ
中
高
年
の
失
業

者
に
と
っ
て
、
わ
が
国
の
雇
用
情
勢
は

今
も
っ
て
大
変
さ
び
し
い
も
の
が
あ
り

現
下
の
雇
用
番
憐
か
ら
し
て
英
に
安
定

し
た
雇
用
の
場
を
つ
く
り
出
す
た
め
に

は
、
国
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
公
的
就

労
事
業
を
実
施
す
る
以
外
に
有
効
な
対

策
は
な
い
と
考
え
、
町
議
会
の
名
に
お

い
て
、
公
的
就
労
恐
薬
の
実
施
を
強
く

国
に
求
め
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

予
　
　
算

○
昭
和
弱
年
慶
町
一
般
会
計
捕
正
予
算

（
第
5
号
）
　
　
　
（
原
案
可
決
）

補
正
額
一
億
三
千
四
百
六
十
万
一
千

円
総
額
二
十
六
億
六
千
五
百
六
十
八
万

四
千
円
、
主
な
も
の
は
同
和
対
策
費
四

百
八
十
万
円
、
腰
林
水
産
業
四
千
百
五

十
五
万
四
千
円
、
内
訳
、
同
和
向
腰
機

具
購
入
費
百
五
十
万
五
千
円
、
座
機
具

保
管
庫
整
備
費
五
百
九
十
万
円
、
商
家

排
水
施
設
補
修
費
二
百
四
十
三
万
円
、

農
業
生
産
椿
造
特
別
対
策
郵
薬
費
三
百

三
十
七
万
四
千
円
、
地
域
農
薬
生
産
総

合
郵
業
費
二
千
五
十
六
万
八
千
円
、
通

路
橋
梁
賞
（
下
方
瞭
ケ
本
線
及
び
貨
舟

花
園
線
）
二
千
九
百
八
万
円
、
河
川
費

（
木
守
下
水
排
水
路
）
一
千
七
十
六
万

二
千
円
学
校
給
食
菰
薬
特
別
会
計
繰
出

金
一
千
二
百
九
万
二
千
円
、
災
害
復
旧

費
二
百
九
十
一
万
円
、
土
木
災
害
復
旧

費
一
千
六
百
四
万
四
千
円
。

○
昭
和
弱
年
鹿
町
学
校
給
食
事
業
特
別

会
帥
補
正
予
算
（
第
3
号
）
　
　
（
原
案

可決）補
正
猶
二
千
二
百
九
万
二
千
円
、
総

額
一
億
二
千
五
百
四
万
一
千
円
、
主
な

も
の
は
職
員
の
退
職
手
当
一
千
二
百
九

万
二
千
円
。

工
事
請
負
契
約
締
結

○
浅
木
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事

韻
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

契
約
金
領
一
健
三
千
三
百
七
十
万
円

契
約
相
手
方
北
九
州
市
八
幡
西
区
樋
口

町
四
－
十
四
　
村
上
工
務
店
、
煎
工
務

店
共
同
企
業
体

農
地
法
第
4
粂

（
勝
地
の
所
有
者

が
所
有
者
自
身
の

た
め
に
農
地
を
農

地
以
外
の
も
の
に

す
る
場
合
）
又
は

第
5
条
（
第
三
者

が
農
地
を
底
地
以

外
の
も
の
に
す
る

場
合
）
で
農
地
転

用
す
る
場
合
は
、

農
薬
委
員
会
、
県

知
韓
の
許
可
を
必

ず
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

許
可
を
、
受
け

る
的
に
、
畿
地
の

埋
め
立
て
等
工
郵

を
行
う
と
、
許
可
の
一
時
保
留
、
不
許

可
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
受
け
て
工
部

に
諸
手
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
再
話
は
、
役
場
産
業
課
内
農

業
委
員
会
に
、
毎
月
月
末
ま
で
に
申
話

番
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

畑
地
魅
は
、
田
を
埋
め
立
て
し
、
畑

と
し
て
利
用
す
る
届
け
で
す
。
こ
の
埋

め
立
て
の
土
に
つ
い
て
は
、
す
く
作
付

の
で
き
る
よ
う
な
土
で
埋
め
立
て
を
行

い
、
拙
め
立
て
後
す
く
に
転
用
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課
内

農
薬
委
員
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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青
木

謙　正忽∵孝　明　順
二志志　浩久　子

若　　　　島

浩政　　雷　　管知　尚
僧　彦　　一　　子親　子

綿桝岩
井　田　永

英
田　雅

力美　春

20歳になったら国民年金に加入しましょ　う。

新
へ
戯
言
八

時
　
l
∴
∴
－
∴
　
　
　
∴
棚

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自
推

し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
遠
賀

町
で
も
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
新
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
方
（
昭
和
3
5
年
4
月
2
日
～
統
年
4
月
1
日
の
間
の
出
生
者
）
を
調
査
し

1
0
月
2
1
日
現
在
で
次
の
通
り
紀
織
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方

誤
記
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
澄
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
面
倒

な
が
ら
教
育
委
員
会
蒋
鬱
屈
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
な
お
、
現
在
、
学
生
の

方
で
遠
賀
町
に
住
所
が
な
く
て
、
冬
休
み
で
帰
郷
さ
れ
る
方
も
ぜ
ひ
御
参
加

く
だ
さ
い
。

成
人
の
日
　
棚

杉
野
加
代
子

藤
田
美
由
紀

鬼
　
注伊

藤
井
口

太
田

平
尾

吉
浦

津大
場
恵
美
子

渡
蓮
　
道
徳

松池
田
　
光
一

宇
部
　
秀
子

小
田
美
奈
子

要
　
真
理
子

方
志
　
正
産

池
田
　
啓
幸

江
頭
　
伴
亮

川
柏
　
　
隆

坂
本
　
敏
弘

尾
　
崎秋

武

一

塞

柴
田
　
和
枝

舛
添
　
浩
美

別
　
府弁

士
比
昌
美

浦
卓
　
説
子

大
場
　
　
泉

曽
木
　
千
秋

西
本
　
浩
文

青
山
　
洋
三

丸
井
舜
和
子

岩
本
　
勝
秀

井
口
美
由
喜

小
田
∴
歌
子

薬
　
さ
ゆ
り

三
原
美
智
勇

吉
住
∴
哩
郎

飯
田
　
良
一

野
村
　
治
子

三
島
　
浩
子

池
田
　
　
隆

大
串
　
隆
弘

隅
屋
千
富
美

高
田
　
康
徳

廣
津
　
正
孝

古
川
　
様
子

柳
野
　
博
和

和
田
　
鵡
露

天
闇
黒
敦
子

橋
本
　
　
悠

今
富
貴子

過
　
労
枝

田
島
由
美
子

永
島
三
枝
子

遠
賀
川太

田
　
洋
子

狩
野
　
敏
子

桑
原
　
律
子

花
田
　
美
香

山
田
　
政
美

矢
内
富
士
桜

新
　
町井

上
　
春
美

石
原
　
宏
朗

川
原
ひ
と
み

北
村
　
利
春

高
∴
∴
宙
離

平
島
　
保
子

潔
野
　
隆
久

柳
野
由
美
子

旧
　
停岩

本
　
和
広

蔵
本
千
賀
子

広
　
漠石

門
美
恵
子

泉
　
佳
代
乃

岡
田
　
挫
志

小
野
　
智
恵

草
野
ま
ゆ
み

松
尾
　
初
子

安
増
∴
美
恵

花
田
　
芳
治

竹
内
千
代
子

米
丸
美
津
江

田
鹿
由
紀
子

土
谷
　
孝
幸

森
　
　
直
樹

織
田
み
ど
り

桑
木
　
尭
二

小
早
川
由
紀
美

毛
利
　
由
加

山
本
　
博
志

谷
口
　
浩
子

石
田
　
京
子

岩
佐
八
重
美

川
原
　
博
文

粟
秋
　
浩
司

博
野
か
お
り

諜
本
　
正
代

矢
野
ま
ゆ
み

垂
広
　
暫
己

隅
屋
　
雅
彦

中
西
　
和
代

野
口
紀
代
子

原

　

一

成

二
村
ひ
ろ
み

松
尾
　
由
美

森
∴
∴
潤
代

遠
　
雷峠

　
く
る
み

松
ノ
本井

口
美
代
子

片
岡
か
つ
み

柴
田
寿
美
枝

佐
藤
　
武
彦

松
尾
　
智
子

芳
野
　
餌
代

上
別
府

柴
田
　
久
之

田
中
　
明
美

中
村
　
　
誠

野
田
　
　
斎

古
見
か
き
ろ

松
本
∴
教
生

徳
永
　
達
也

山
木
∴
雅
子

山
口
　
消
鬱

柏
木
千
位
子

古
賀
∴
其
史

柴
田
　
誌
蹟

濱
田
　
醤
弘

山
崎
　
　
悟

石
松

柴
田

桝
田

若
葉
台三

輪

虫
生
鶏新

井
志
和

上
村
莫
喜
子

山
口
真
奈
美

松
本
　
日
加
　
　
真

種
本
ひ
ろ
み

大
久
保
千
恵
子

川
崎
　
洋
子

斉
藤
チ
エ
ミ

門
司
矢
須
子

渡
部
　
志
伸

谷

本

一

浩

町井
之
脇
優
子

木
下
　
千
恵

大
陸
　
千
載

栗
田
　
由
美

塊
　
久
美
子

仲
山
　
英
樹

吉
野
美
枝
子

杉
松
　
弥
生

末
位
　
良
一

高
野
　
健
次

上
口
　
鞄
産

崎
田
　
勝
子

西
　
町節

　
　
福
男

東
和
苑五

百
竹
浩
美

坂
的
美
佐
生

田
中
　
敏
明

中
村
　
隆
治

永
野
　
由
美

原
田
　
法
態

横
山
　
法
子

浅
　
木有

言
　
祥
子

古
都
日
登
美

木
嶋
　
依
子

崎
山
　
孝
子

西
　
　
　
彼

村
田
　
雷
宏

大
洋
興
業

藤
田
∴
∴
曇

杜
若
　
正
男

木
　
耳岩

見
　
雅
浩

小
用
　
宏
文

小
林
　
鈴
代

小
林
　
博
愛

高
崎
み
ど
り

村
田
　
潜
田

老
　
良北

原
　
寿
子

高
崎
∴
敏
子

白
水
寮油

田
　
勝
巳

古
波
津
英
人

山
元
　
敬
老

行
徳
　
　
明

駕
∴
さ
と
こ

前
崎
久
美
子

長
原
　
宿
美

原
　
久
美
子

古
谷
　
宏
挙

一
円
美
恵
子

遠
藤
　
二
男

現
　
　
実
恵

仲
野
∴
宛
司

宮
下
ひ
ろ
み

森
永
由
実
子

田
中
　
孝
和

飯
千
　
敬
一

板
谷
　
道
明

小
林
　
祥
子

自
石
　
蕗
之

田
中
絶
代
美

松
本
　
仁
美

添
田
　
道
代

相
良
　
洋
仁

土
間
　
　
滞
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暴走行為は、親の責任・町のほ　じ

今
年
も
税
を
知
る
週
間
が
、
来
る
Ⅱ
月
Ⅱ
日
か
ら
日
月
1
7
日
ま
で
、
各
地

で
色
々
な
行
部
が
行
な
わ
ま
す
。
遠
賀
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
次
の
と
お
り

税
（
国
税
、
地
方
税
）
の
無
料
相
談
日
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
日
頃
税
に
対

す
る
挺
間
等
が
お
あ
り
の
人
は
、
御
遠
厳
な
く
、
御
相
談
に
お
立
寄
り
く
だ

さい。

▽
目
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
賀
町
新
町
（
遠
賀
町
商
工
会

昭
和
5
5
年
日
月
1
3
日
（
木
）
　
　
　
　
　
会
議
室
）

昭
和
5
5
年
n
月
1
7
日
（
月
）
　
　
　
▽
相
談
内
容

午
前
1
0
時
よ
り
午
後
3
時
ま
で
　
　
　
　
国
税
、
地
方
税
に
つ
い
て

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
片
岸
一
様

昭
和
弱
年
福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
被
表
彰
者

「
そ
だ
て
よ
う
福
祉
の
心
　
ひ
ろ
め
よ
う
福
祉
の
齢
」

「
ま
ご
こ
ろ
が
、
燃
え
て
ひ
ろ
が
る
赤
い
羽
根
」

▽
場
　
所

▽
相
談
人
　
小
柳
徳
践
税
理
士

（東和苑）

教
徒
本
伴
四
郎
様

（虫生津）

故
小
坪
敏
行
様

（浅　木）

故
太
田
蔵
菖
穣

（木　守）

敬
重
広
　
登
楼

（遠賀川）

片
岸
ハ
ヤ
ノ
様

初
演
　
久
次
様

小
坪
　
定
惣
様

太
田
　
カ
ヨ
様

右
の
標
語
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
柳

川
市
に
お
い
て
福
岡
県
社
会
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
、
本
町
よ
り
次
の
と
お
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・嚢
o
県
知
郵
表
彰

仲
　
昌
子
様
へ
社
会
福
祉
事
業
施

設
従
郵
者
）

。
県
知
謡
感
謝
状

信
行
和
子
様
（
社
会
福
祉
部
繋
施

設
雑
談
者
）

o
腺
共
同
募
金
会
々
炭
表
彰

遠
賀
町
分
会

o
県
共
同
募
金
会
々
長
感
謝
状

片
山
武
司
様

福
岡
県
地
価
調
査
の
　
公
告

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
の
規
定
に

よ
る
標
準
価
格
を
遠
賀
町
地
価
調
査
台

帳
閲
覧
規
程
に
よ
り
、
一
般
の
閲
覧
に

摸
し
ま
す
。

∇
台
帳
閲
覧
場
所
　
役
場
企
画
課

▽
閲
覧
期
間
及
び
時
間

昭
和
5
5
年
日
月
1
日
～
昭
和
5
0
年
1
0

月
3
1
日
（
日
岡
、
祝
祭
日
及
び
1
2
月
2
8

日
－
1
月
4
日
を
除
く
。
）

8
時
5
0
分
～
1
7
時
（
1
2
時
～
1
3
時
は

休
み
、
土
腕
白
は
、
1
2
時
ま
で
）

▽
開
発
国
聾

脂
和
的
年
度
福
岡
県
地
価
調
査
の
あ

ら
ま
し
。
福
岡
県
基
準
地
位
埴
図
、
北

九
州
地
域
（
含
む
遠
賀
町
）

1
日
　
二
千
七
百
二
十
円
　
1
時
間
三
百
四
十
一
円

福
岡
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
内
の
製
薬
場
で
は
、
臓

和
5
5
年
日
月
8
日
以
後
、
こ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
雑
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当

及
び
家
族
手
当
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
八
幡
労
働
基
準
藍

将
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

垂
広
　
洋
一
様

国
民
年
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
足
以

来
本
年
で
2
1
年
を
迎

え
、
今
や
わ
が
国
最

大
の
公
的
年
金
と
し

て
国
民
生
活
の
中
に

蒋
実
に
根
を
お
ろ
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
と
に

近
年
、
急
速
は
人
口

の
老
齢
化
が
進
ん
で

い
る
な
か
、
本
制
度

の
果
た
す
役
割
は
一

段
と
強
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

い
ま
福
岡
県
で
は
百
万
人
の
人
が
国

民
年
金
に
加
入
し
、
国
と
カ
を
合
わ
せ

て
老
後
の
生
活
を
守
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。

ま
た
、
す
で
に
県
下
で
国
民
年
金
の

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
拠
出

年
金
、
福
祉
年
金
合
わ
せ
て
3
2
万
人
、

そ
の
年
金
額
は
柵
億
円
に
な
り
6
5
才
以

上
の
お
年
寄
り
同
人
に
1
人
は
国
民
年

金
の
受
給
者
で
す
。

高
齢
化
社
会
が
近
づ
く
と
と
も
に
国

民
年
金
も
充
実
改
善
が
続
け
ら
れ
、
益

々
頼
り
に
な
る
年
金
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

安

定

し

た

老

後

に
備
え
　
て

年
金
で
一
定
の
収
入
が
保
陣
さ
れ
、

安
定
し
た
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
は
、

碧
い
頭
か
ら
の
心
が
け
が
必
要
で
す
。

碧
く
て
元
気
な
と
き
に
老
後
へ
の
捕

え
を
怠
り
、
年
を
と
っ
て
あ
わ
て
る
前

に
、
ま
ず
年
金
制
度
に
加
入
し
将
来
の

た
め
に
保
険
料
も
キ
チ
ン
と
納
め
、
「

幸
せ
な
老
後
」
を
築
く
と
い
う
心
構
え

が
必
要
で
す
。

こ
の
日
月
は
国
民
年
金
推
進
月
岡
で

す
。
も
う
一
度
、
自
分
の
老
後
の
年
金

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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と　　き　11月お目、午前9時30分（雨天決行）

と　こ　ろ　　芦屋町町民会館、中央公園（芦屋中学校南側）

主　　催　　遠賀郡農業振興連絡協議会

後　　援　　県農協連合会、西日本新聞社

遠賀魚市場、芦屋町商　工　会（順不同）

主　　な　　行　　革

パ　レ　ー　ド　　9：30－　　自衛隊音楽隊（雨天中止）

記　念　式　典　10：00－　収攫感謝祭、各種表彰（雨天9：30）

蔑畜産物共進会　9：30－　野菜、果物、花井、その他

演　　芸　　会　11：30－　舞踊、民謡、その他

吹　　奏　　楽　11：00－　　自衛隊音楽隊（雨天10：30）

カ　ラ　オケ　大会

子供コ　ー　ナ　ー

米　消　費　拡　大
コ　　ー　　ナ　　ー

チ　ャ　リ　テ　ィ

バ　　　ザ　　　ー

農　産　物　即　売

乳　製　品　即　売

鮮　魚　の　即　売

生活用品即売

植木、苗木即売

農機具、自動車
展　示、　販　売

13：00－

9：30－

9：30－

10：00－

11：00－

9：30－

10：00－

9：30－

9：30－

とび入り大歓迎（雨天中止）

魚のつかみ取り大会、可愛い動物園（雨天中止）

シャモジ、遠賀産米、ボンボン菓子等の自伝配布

おにぎり、ぜんざい、もち、テンプラなど

遠賀産新鮮野菜類

チーズ、パターなど

新鮮な魚を格安で（魚市場協賛）

お茶、チリ紙、みかんジュース等

田主丸農協より大愚入荷

9：30－　　最新型各感自動車、農機具（麦作関係を中心こ）

み　ん　な　で　き　て　ね　〟

未来へつなごう、私たちの震林水産業



第254号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（6）

あなたです．／火事を出すの　も　防　ぐ　の　も

消
火
器
使
用
講
習
会
及
び
、
消
火
器
販
売
、

消
火
液
詰
め
替
え
に
つ
い
て
。

調
遠
賀
町
文
化
祭

∵
　
　
　
　
　
　
　
－
－
●
　
0
0
　
　
　
　
－
。
S
。
＿

開
催
日

※
舘
－
一
分
団
笛
輯
　
1
1
月
2
4
日
（
月
）

○
鏡
∴
浅
　
9
時
－
1
0
時
5
0
分
（
島
津

公
民
館
前
）

○
若
　
松
　
0
0
時
0
0
分
－
1
2
時
（
若
松

公
民
館
前
）

○
鬼
　
津
　
1
3
時
～
M
時
5
0
分
（
鬼
津

公
民
館
前
）

0
尾
　
崎
　
1
4
時
5
0
分
～
鳩
時
（
尾
崎

児
童
遊
園
）

※
舘
三
分
団
管
轄
　
日
月
約
日
（
目
）

○
上
別
府
　
8
時
0
0
分
～
1
0
時
（
上
別

府
公
民
館
前
）

○
若
葉
台
　
1
0
時
～
日
時
（
若
菜
台
公

民
館
前
）

0
虫
生
津
　
n
時
～
1
2
時
0
0
分
（
虫
生

津
公
民
館
前
）

○
東
町
・
田
町
　
1
3
時
～
舶
時
（
東
町

公
民
館
前
）

0
浅
木
・
東
和
苑
　
1
4
時
～
1
5
時
（
東

和
苑
児
童
公
園
内
）

○
老
　
良
　
1
5
時
－
1
6
時
（
老
良
公
民

館前）

主
　
催遠

賀
町
消
防
団

協
賛
店

福
岡
ト
ー
ハ
ツ
ポ
ン
プ
株
式
会
社

愛
知
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社

北
九
州
保
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

、
＋
，
一
・
一
，
－
T
・
－
i
一
・
・
－
－
i
i
i
I
－
I
I
I
I
I

日
頃
、
公
民
館
を
中
心
に
し
て
勉
強
　
多
数
御
観
覧
下
さ
い
。

し
て
い
る
人
や
、
公
民
館
の
各
学
級
、
　
▽
期
日
　
日
月
2
9
日
・
0
0
日
（
2
日
間
）

教
室
で
習
っ
た
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
　
　
　
　
　
9
時
5
0
分
～
1
7
時

今
年
第
5
回
目
の
文
化
祭
を
次
の
と
お
　
▽
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

り
開
催
致
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
　
▽
内
容

最
近
一
段
と
寒
さ
が
さ
び
し
く
な
り

空
気
は
乾
燥
し
、
風
も
強
く
、
い
わ
ば

火
災
シ
ー
ズ
ン
の
．
本
番
〟
と
も
い
え

ろ
。
危
険
な
季
節
，
に
入
り
ま
す
。

今
回
の
火
災
予
防
運
動
は
、
「
あ
な

た
で
す
／
火
導
を
出
す
の
も
防
く
の

も
」
を
統
一
標
語
に
、

㈲
老
幼
年
者
及
び
身
体
不
自
由
者
な
ど

の
焼
死
防
止

の
菅
少
年
に
防
火
思
想
を
は
ん
え
い
さ

せる。

を
、
璽
点
目
棟
に
し
て
い
ま
す
。

火
災
多
発
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

住
民
一
人
一
人
の
防
火
意
識
の
向
上
を

◎
文
化
芸
能
大
会
（
3
0
日
の
み
）

◎
展
示
会

o
生
花
（
生
花
教
室
、
寿
大
学
生
）

。
和
裁
（
和
裁
教
室
生
）

o
洋
裁
（
洋
裁
教
室
生
）

。
沓
通
（
寿
大
学
生
）

。
盆
栽
（
寿
大
学
生
）

o
か
な
疎
通
（
か
な
蕾
道
生
徒
）

。
短
歌
（
短
歌
会
生
）

o
陶
芸
（
蕃
大
学
生
）

。
農
耕
民
俗
資
料

図
り
火
災
に
よ
る
人
命
及
び
財
産
の
損

失
を
隣
止
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

実
施
期
間

昭
和
5
5
年
Ⅱ
月
2
6
日
（
水
曜
日
）
～

1
2
月
2
日
（
火
曜
日
）

こ
の
期
間
中
、
年
前
7
時
と
午
後
8

時
の
2
回
に
わ
た
り
、
役
場
の
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
を
、
各
一
分
間
づ
つ
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
郡
内
消
防
団
に
よ
る
、
防

火
パ
レ
ー
ド
を
Ⅱ
月
0
0
日
（
日
曜
日
）

に
行
な
い
ま
す
。

第
1
6
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催

昭
和
弱
年
度
第
2
回
危
険
物
畷
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
5
年
1
2
月
7
日

▽
種
∴
額
　
田
極
、
乙
種
（
第
4
、
5

6
類
）
及
び
丙
種

▽
試
験
地
　
北
九
州
大
学

▽
願
書
受
付
期
聞
及
び
場
所

。
北
九
州
市
消
防
局

日
月
2
5
日
－
2
6
日

受
験
願
辞
は
、
運
営
部
消
防
本
部
に

て
交
付
し
て
い
ま
す
。

準
備
鯖
留
金

▽
灘
啓
白
　
昭
和
5
5
年
日
月
2
8
日

▽
場
　
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

▽
受
　
付
　
n
月
1
0
日
～
日
月
2
7
日

（
8
時
～
1
7
時
）

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
予
防
採
種
諸
（
3
）
1
2
3

1
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

彪

▽
主
　
催
　
遠
賀
郡
体
育
協
会
・
各
町

▽
主
　
管
∴
遠
賀
那
陸
上
競
技
協
会

▽
期
　
日
　
脇
和
5
5
年
1
2
月
1
4
日
（
日
）

▽
種
　
目
①
中
学
生
の
部
　
　
　
5
、
〇

②
高
校
生
の
郵

④
一
般
の
部

④
壮
年
0
0
才
の
郵

⑤
壮
年
5
0
才
の
部
　
　
5
言

③
老
年
0
0
才
以
上
　
　
5
、
〇

⑦
女
子
2
0
才
以
上
　
　
5
言

▽
ス
タ
ー
ト
①
1
0
了
　
1
0
時
0
0
分

②
5
㌔
　
1
0
時
0
5
分

▽
コ
ー
ス
〕
1
0
書
9
　
岡
垣
申
～
元
松

原
－
内
浦
折
返
し

②
5
；
　
岡
垣
申
～
元
松
原

～
十
王
堂
折
返
し

▽
申
込
方
法

①
種
目
、
氏
名
、
牲
別
、
年
令
、
住
所

を
記
し
参
加
料
を
添
え
て
申
込
む
こ

と。
②
申
込
場
所
、
遠
賀
町
教
育
委
員
会
内

第
1
6
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

係
地
謡
（
3
）
1
3
5
5

⑨
申
込
締
切
り
日
月
2
5
日
（
火
）
ま
で

に
必
漬
す
る
よ
う
送
付
の
こ
と
。

▽
参
加
料
　
①
中
学
生
　
二
百
円

②
高
校
生
　
四
百
円

⑧
一
般
　
五
百
円

※
参
加
料
は
、
申
込
み
時
に
必
ず
現
金

で
お
願
い
し
ま
す
。
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健康のためお米を食べま　し　ょ　う

芋
の
穂
が
美
し
く
光
る
午
後
の
西
川

堤
防
を
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
、
い
つ
か

敬
手
に
入
る
。
左
手
の
眺
め
は
福
宵
山

を
は
じ
め
尺
雷
、
帆
柱
、
肌
合
の
山
々

が
秋
空
に
画
き
出
さ
れ
て
い
る
。

右
手
に
は
低
い
丘
が
延
々
と
続
き
、

へ
馬
頭
観
音
を
弛
れ
り
。
と
云
う
。
山

離
合
谷
よ
り
絶
頂
へ
十
町
余
、
瞼
易
相

半
す
松
立
茂
れ
り
」
　
と
踏
か
れ
て
い

る。

地
元
の
人
々
は
、
駕
頭
山
と
も
駕
頭

ケ
辻
と
も
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
附
近
の

丘
で
、
雨
乞
い
の
「
千
把
焚
き
」
行
軍

が
行
わ
れ
て
い
た
と
も
語
っ
て
く
れ

屍
直
さ
れ
る
米

尾
根
に
は
い
つ
の

頃
か
ら
か
送
砥
用

の
鉄
塔
が
築
か
れ

て
い
る
。
そ
の
眺

め
の
一
番
左
の
端

に
そ
び
え
る
の
が

馬
頭
獄
で
あ
る
。

遠
賀
盛
園
の
光

る
石
碑
群
に
続
い

て
緑
の
山
脈
は
、

樹
々
の
雛
っ
た
地

籍
に
な
る
。

前
菜
の
苦
が
、

た
。
千
把
焚
き
と

は
、
軍
艦
に
あ
え

ぐ
百
姓
た
ち
が
、

手
に
手
に
藁
粟
を

捲
っ
て
、
日
ほ
し

い
丘
に
集
り
、
そ

の
強
記
を
燃
や
し

天
に
向
っ
て
雨
を

乞
う
だ
の
で
あ
っ

た。

一
気
に
沢
山
の

薬
が
燃
え
て
、
気

流
の
変
化
が
お
こ

米
を
食
べ
る
と
太
る
　
－
　
と
一
部
で

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
で

し
ょ
う
か
。

太
る
原
因
を
舶
単
に
説
明
し
ま
す
と

食
物
か
ら
と
る
カ
ロ
リ
ー
の
弧
が
体
を

動
か
す
た
め
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
を
上

回
っ
た
場
合
に
、
余
分
な
カ
ロ
リ
ー
が

体
内
で
脂
肪
に
変
え
ら
れ
、
皮
下
に
た

く
わ
え
ら
れ
て
太

か
す
こ
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
の

です。で
は
米
の
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
見
ま

し
ょ
う
。

茶
わ
ん
一
杯
　
（
約
m
グ
ラ
ム
）
　
の

ご
飯
で
約
脚
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

こ
れ
は
、
食
パ
ン
一
枚
の
カ
ロ
リ
ー

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
食
パ
ン

っ

て

い

く

の

で

す。
わ
た
し
た
ち
が

口
に
す
る
食
べ
物

は

、

コ

ン

ニ

ャ

ク

や
ガ
ン
テ
ン
な
ど

の
よ
う
に
カ
ロ
リ

ー
の
な
い
も
の
は

米
は
去
る
－
は

〝
濡
れ
衣
〃

だ
け
を
何
も
つ
け
ず
に
食
べ
る
と
い
う

こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
パ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム
を
つ
け
ま
す

と
、
食
ハ
ン
に
は
さ
ら
に
カ
ロ
リ
ー
が

加
わ
る
わ
け
で
、
パ
ン
に
比
べ
て
米
は

太
る
と
い
う
の
で
は
、
米
が
か
わ
い
そ

う
で
す
。

い
ま
ア
メ
リ
カ
で
は
、
米
を
肥
満
防

止
や
成
人
病
予
防
の
食
境
と
し
て
注
目

し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
ア
メ
リ

カ
人
の
食
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
る

肉
な
ど
、
脂
肪
分
の
多
い
高
カ
ロ
リ
ー

な
も
の
に
比
べ
て
米
は
低
カ
ロ
リ
ー

で
、
し
か
も
螢
宙
な
栄
装
紫
を
含
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。

米
の
長
所
で
あ
る
′
お
い
し
さ
〟
が

つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
を
誘
い
、
太
る
原

因
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

食
欲
の
秋
、
く
れ
ぐ
れ
も
食
べ
過
ぎ

に
は
こ
注
憩
を
丁
－
－

風
に
な
ぶ
ら
れ
て
目
標
が
定
ま
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
何
と
か
綴
り
終
え
て
カ

メ
ラ
を
し
ま
う
。

馬
頭
鍬
は
、
そ
の
昔
頂
上
に
馬
頭
観

音
を
調
っ
て
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
何
時
の
頃
か
そ
の
観
音
さ
ま
が
、

宗
像
郡
の
大
穂
の
地
に
飛
ん
で
行
っ
た

と
い
う
伝
説
に
な
っ
て
い
る
。

遠
賀
都
議
に
よ
る
と
「
虫
生
津
区
の

四
一
里
芋
道
場
原
の
西
の
山
な
り
、
古

り
、
雨
が
近
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し

そ
れ
と
同
時
に
呪
文
を
と
な
え
、
そ
の

効
め
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
角

に
葺
の
人
の
水
を
求
め
ろ
方
法
で
あ
り

積
悪
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

雨
乞
の
血
走
る
眼
に
も
夜
空
あ
り

千
把
焚
声
な
く
終
り
み
な
歩
く

お
も
い
出
す
と
そ
ん
な
句
が
あ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
片
山
花
御
史
）

別
に
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
カ
ロ
リ

ー
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
果
物
な
ど
、
一
般
に
美
容

食
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
食
べ

過
ぎ
れ
ば
太
る
の
は
当
然
で
、
米
も
例

外
で
は
な
く
、
食
べ
過
ぎ
れ
ば
同
じ
よ

う
に
太
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
の
仕
組
み
か
ら
も
お

わ
か
り
の
よ
う
に
、
太
る
原
因
は
米
に

あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
肥
満
は
、
食
べ
ろ
こ
と
と
、
体
を
動
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▽
そ
の
他

▽
期
　
間

▽
掲
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
接
種
方
法

▽
料
　
金

同
月
2
7
日
～
Ⅱ
月
2
9
日

町
内
の
医
院
・
病
院
（
か

か
り
つ
け
が
あ
れ
ば
、
中

間
市
遠
賀
郡
内
の
医
院
、

病
院
で
も
可
）

各
医
院
、
病
院
の
診
顕
時

間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

1
週
間
か
ら
4
週
間
の
間

隔
を
お
い
て
2
回
接
種

3
歳
－
中
学
生
以
下
無
料

1
5
歳
以
上
　
1
回
に
つ
き

6
5
0
円

印
鑑
、
料
金

朝
の
体
温
は
必
ず
計
っ
て

い
っ
て
下
さ
い
。

3
歳
～
中
学
生
以
下
、
生

保
及
び
町
県
民
税
が
均
等

割
顆
以
下
の
世
辞
の
人
は

無
料
用
の
問
診
票
を
配
付

致
し
ま
す
の
で
、
役
場
に

印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い

乳
　
児
　
相
　
戦

▽
期
　
日
　
日
月
1
7
日
（
月
）

▽
受
　
付
　
時
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
0
～
6
カ
月
の
乳
児

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

聾
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

麻
疹
（
は
し
か
）
予
防
接
種

▽
期
　
間
　
1
0
月
上
旬
～
5
月
下
旬

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
・
病
院
（
か

か
り
つ
け
が
あ
れ
ば
中
間

市
遠
賀
郡
内
の
医
院
・
病

院
で
も
可
）

▽
時
　
間
　
各
際
院
・
病
院
の
診
嬢
時

間
内

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
－
7
2
カ
月
児

な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月
～

3
6
カ
月
で
受
け
て
下
さ
い

▽
料
　
金
　
二
千
円

▽
問
診
票
の
交
付

漢
語
1
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
保
健
衛
生
係
で
問
診

票
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

生
保
、
町
県
民
税
が
均
等

割
領
以
下
の
世
韓
の
人
は

問
診
票
を
受
領
の
陳
、
申

し
出
て
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
は
届
出
て
下
さ
い
。

▽
所
在
地
。
徳
島
県
名
西
那
石
井
町
高

原
字
東
高
原
4
6
4
－
3

。
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
浦

庄
字
国
英
6
7
2
－
3

▽
名
　
称
　
石
井
町
有
基
地

∇
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
Ⅱ
月
2
9
日

▽
届
出
先
　
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
役

場
建
設
課
　
砥
話
0
8
8

6

7

（

4

）

l

l

l

l

三
種
混
合
予
防
接
種

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

n
月
1
4
日
～
n
月
2
0
日

1
2
月
同
日
～
1
2
月
1
6
日

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
そ
の
他

姓

▽
期
　
日

▽
受
　
付

▽
場
　
所

▽
内
　
容

中
央
公
民
館
（
役
場
械
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

撲
謹
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

詳
細
に
つ
い
て
は
9
月
0
0

目
早
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。

婦
　
相
　
談

n
月
1
8
日
（
火
）

n
月
2
8
日
（
金
）

時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

役
場
保
健
室

Ⅱ
月
1
8
日

栄
饗
指
導
、
家
族
計
画

日
月
2
8
日

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
、
母
子
手
帳
交
付

妊
産
婦

印
鑑

無
料

旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

乗
り
も
の
醇
い
は
不
愉
快
な
も
の
で

す
。
ど
う
し
た
ら
防
げ
ろ
か
、
今
回

は
そ
の
お
謡
で
す
。

∧
酔
う
原
因
∨

宮
脇
の
調
子
が
憩
い
、
か
ぜ
気
味

睡
眠
不
足
な
ど
、
か
ら
だ
の
調
子
が

せ
ん
。
酔
い
を
防
く
に
は
、
籍
局
、

憤
れ
と
自
信
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
ま
す
。
疎
い
止
め
薬
を
飲
み
、

「
自
分
は
絶
対
に
大
丈
夫
」
と
い
う

自
己
賠
示
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
車

に
乗
る
と
き
は
助
手
席
に
、
バ
ス
は

前
の
方
の
軽
席
に
、
汽
車
や
記
事
は

悪
い
と
き
は
特
に
酔
い
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

乗
る
画
前
に
食
べ
す
ぎ
た

り
、
逆
に
ま
っ
た
く
空
腹

だ
っ
た
ち
や
は
り
気
分
は

悪
く
な
り
ま
す
。

酔
い
や
す
い
人
は
、
前

日
か
ら
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
整
え
、
消
化
の
よ

い
も
の
を
と
る
よ
う
心
か

け
て
く
だ
さ
い
。

＜
酔
わ
な
い
コ
ツ
∨

乗
り
も
の
酔
い
の
完
全

な
治
癒
法
は
、
残
念
な
が

ら
い
ま
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

進
行
方
向
に
輩
を
向
け
て

坐
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
飛
行
機
で
は
椅
子
を

倒
し
、
換
気
孔
か
ら
の
新

鮮
な
空
気
を
顔
に
当
て
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

＜
酔
っ
て
し
ま
っ
た
ら
＞

ら
く
な
姿
甥
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。
ベ
ル
ト
、
緒

ネ
ク
タ
イ
な
ど
を
ゆ
る
め

繭
も
と
や
腹
部
を
ら
く
に

す
る
と
気
分
が
よ
く
な
り

ます。翻
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら

薬
を
飲
ん
で
も
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。
吐
き
気
が
す
れ
ば
で
き

る
だ
け
吐
き
、
う
が
い
を
し
て
か
ら

外
の
空
気
を
顔
に
当
て
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。（

大
蔵
省
印
刷
局
診
旗
所
長

鍼
的
∴
孝
夫
）
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第
6
回
　
遠
賀
町
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
果

舘
8
回
　
遠
賀
町
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
籍

▽
…
1
0
月
1
9
日
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
、
1
0
月
2
6
日
（
男
子
バ
…
△

▽
…
レ
ー
ボ
ー
ル
）
、
遠
賀
町
体
育
協
会
主
脳
に
よ
り
、
思
円
小
・
・
△

▽
…
学
校
及
び
広
漠
小
学
校
各
体
育
館
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
…
△

▽
・
・
・
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

菊
の
花
花
…
…

老
良
の
高
崎
勝
利
さ
ん
の
お
宅
で
は

菊
の
花
が
消
閑
で
す
。

今
年
は
、
長
雨
で
根
憐
れ
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
写
実
の
よ
う
な
り
っ
ぱ

な
花
が
付
き
ま
し
た
。

（
自
慢
の
菊
の
花
を
見
て
ニ
ッ
コ
リ
の

高
幡
さ
ん
）

遠
賀
町
少
年
相
撲

大
会
の
結
果

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◎
優
∴
勝
　
虫
生
津
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
優
　
勝
　
別
府

○
準
優
勝
　
広
波
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
準
優
勝
　
広
漠

0
3
　
位
　
鬼
津
、
別
府
　
　
　
　
　
　
0
3
　
位
　
東
和
苑
、
今
古
賀

遠
賀
町
家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
発
会

こ
の
た
び

遠
賀
町
内
に

在
住
の
家
庭

婦
人
を
対
象

に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、

相
互
の
親
睦

と
健
康
増
進
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
を
発
足
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
区
内
で
ク
ラ

ブ
や
部
等
を
鮨
成
さ
れ
て
い
ま
す
と
こ

ろ
は
、
裁
っ
て
加
入
申
込
み
を
さ
れ
ま

す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
申
込
み
締
切
日

昭
和
5
5
年
日
月
2
0
日

▽
申
込
先
　
柴
田
昭
徳
　
松
ノ
本

夜
間
　
笹
話
（
3
）
1
0
1
5

山
下
信
子
　
別
府

夜
間
　
態
話
（
3
）
0
0
4
3

昭
和
5
6
年
度
自
治
医
科
大
学
入
学
者
募
集

▽
募
集
人
員
∴
恥
入

▽
試
験
地
　
自
治
医
科
大
学
（
栃
木
県

河
内
郡
南
河
内
町
薬
師
寺
）

▽
試
験
日
　
昭
和
紡
年
1
月
2
5
日

▽
願
蜜
提
出
日
　
昭
和
粥
年
1
月
9
日

～
1
6
日

な
お
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
　
福
岡
市
博
多

区
中
洲
中
島
町
2
の
3
（
福
岡
フ
ジ
ラ

ン
ド
ビ
ル
内
）
館
詰
0
9
2
（
2
9
1
）

7
5
3
6
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

1
0
月
1
9
日
（
日
）
遼
賀
田
体
育
協
会

主
催
に
よ
り
、
木
守
井
手
神
社
域
内
相

撲
場
に
お
い
て
、
参
加
チ
ー
ム
小
学
生

の
部
1
7
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
5
チ
ー

ム
で
、
熱
戦
を
く
白
子
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が

そ
の
緒
栗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
団
体
（
小
学
生
）

○
優
勝
　
東
和
苑
B

O
準
優
勝
　
東
和
苑
A

0
3
位
　
浅
水
A
、
底
渡
A

◎
団
体
（
中
学
生
）

○
優
勝
∴
浅
木

○
準
優
勝
　
今
古
賀

0
3
位
　
尾
崎

◎
個
人
戦
各
学
年
優
勝
者

○
小
1
　
矢
頭
　
晃
（
虫
蛮
沌
）

○
〃
2
　
安
部
健
一
（
広
漠
）

○
〃
3
　
岩
本
康
隆
（
広
渡
）

○
〃
4
　
田
平
征
太
郎
（
東
和
苑
）

○
〃
5
　
安
永
誠
治
（
虫
生
沌
）

○
〃
6
　
寺
谷
寛
記
（
広
渡
）

○
中
1
　
松
本
馨
二
　
（
広
波
）

○
〃
2
　
河
野
敬
二
（
広
漠
）

○
〃
3
　
永
溜
典
明
（
今
古
賀
）

第
4
回
遠
賀
町
内

囲
碁
大
会

広
渡
公
民
館
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催
の
町

内
閲
非
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
御
参
加
を
お
願
い
し

ます。
▽
大
会
日
時
－
日
月
0
0
日
へ
日
）

年
前
8
時
5
0
分
集
合

▽
場
　
所
　
広
渡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
参
加
資
格
　
町
内
在
住
者
及
び
町
内

勤
務
者

▽
会
　
姿
　
千
五
百
円
（
含
昼
食
代
）

▽
申
込
み
締
切
日
及
び
申
込
み
先

日
月
2
5
日
ま
で
に
、
氏
名
、
住
所
、

稲
話
番
号
及
び
級
段
位
（
自
称
で
可
）

を
、
誠
広
新
　
広
陵
∴
雛
謡
（
3
）
2

8
9
4
ま
た
は
、
鍵
本
敏
行
　
役
場
企

画
課
∴
都
議
（
3
）
1
2
3
4
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

各
サ
ー
ク
ル
に

お
知
ら
せ

1
2
月
1
0
日
号
で
町
内
の
各
サ
ー
ク
ル

募
集
（
体
育
系
及
び
文
化
祭
）
を
掲
職

す
る
予
定
で
す
。
（
な
お
1
2
月
よ
り
入

会
で
き
る
サ
ー
ク
ル
に
限
る
）

こ
の
た
め
募
集
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
が

あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜
日

・
会
費
・
対
象
・
会
員
数
・
問
い
合
わ

せ
先
等
を
記
入
の
上
、
日
月
2
0
日
ま
で

に
庶
務
課
庶
務
係
に
提
出
し
て
下
さ

い。
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11月下期の遠賀町主要行事

日 �唖 �行　謡　内　容 �時　間l難錨 ��担　当　課 �目暇び主な嫁等i揃∴考 

17 �月 �乳　　児　　相　　談 �　i 9：30－11：3半場保鰹 ��住　民　課 �生後0－6ケ月の乳児南竺ジ 
9：30－12車掌舘室i ��産　業　課 �l 

18 �火 �妊　　婦　　相　　談 �10‥00－　匡縫 ��住　民　課 �妊産婦 �詳細は 8ページ 

21 �金 �三種混合予防接種 � �遠賀町 中央公民館 �住　民　課 �生後24－48ケ朋I謹ジ 

23 �日 �遠　賀　都　農∴薬∴祭 �9：30－15‥00躍難 ��産　業　課 �南竺ジ 

24 �⑪ �消火器使用講習会 （第2分団） �8：30－16：00庫畿 ��庶∴務　課 �：∴． 

25 � �i i寿　　大　　学 �9‥30－i韻独蝕 ��社会教育課 �款学生　1 火 � �13：00－16‥0悼親臨 ��福　祉　課 � � 

28 �金 �妊　　婦　　相　　談 �10：00－i役抹他室 ��住　民　課 �妊軸∴∴∴日韓ジ 

29 （ 30 �土 （ 日 �第5回 　遠賀町文化祭 � �遠賀町 中央公民館 �社会教育課 �i∴∴ 

30 �日 �巨費親風採用試験 � �遠賀中学校 �庶　務　課 �11月17日申込醐」壁里 1郡内消防団 　合同防火パレード �幸一15車内＿一円 �� �11 1　南竺ジ 

消火器使用瓢前会 （第3分団） �・∴「∴∴ ��遠賀町消防団 

11 ／ 26 （ 12 ／ 2 � �】 �毎日 � �i l∴∴ i �l 

発案雪 � �緩 � � �∴∴∴∴一言 ∴∴：∴： ∵∴ を 

／i＿藻 ∵ ���「∴ 

顕弱国醗 Xiズ／薫／ �：： 蒋 ：言．∴∵∵ � �鰯 � �鸞 �　／i霧 、綾 

∴∴／／∴ �／／．薇懸綴 

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く霞みましょ　う。

交
通
死
亡
事
故
抑
止

町
民
パ
レ
ー
ド

1
0
月
2
9
日
、
役
場
前
か
ら
水
巻
町
ま

で
の
3
血
を
歩
い
て
交
通
死
亡
貌
故
抑

止
を
訴
え
る
町
民
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
役
場
の
職
貝
、
安
全
協
会
及

び
町
内
の
野
菜
所
の
代
表
0
0
名
が
ゼ
ッ

ケ
ン
を
つ
け
ま
し
た
。

〝
安
全
運
転
で
交
通
死
亡
事
故
を
な
く

そう．


